
災害対策委員会からのお知らせ

『浸⽔被害住宅の
 技術対策マニュアル』

『浸⽔被害住宅の技術対策マニュアル』
 が完成しました！
近年の多種多様な災害に対し、⼀定の技術を有する「技術
ボランティア」と呼ばれる⼈々が被災地で活躍しつつある
中、被災住宅等の安全確保のための応急措置や災害後の復
旧を円滑に進めるうえで、⾏政や建築⼠会等の組織と技術
ボランティアらとの適切な協働が望まれています。

そこで、被災地の建築⼠の体験を通して得られた災害復旧
対策の知⾒と貴重な体験データを集約し、実⽤的なマニュ
アルにまとめることとしました。

マニュアルの内容

第１章 はじめに

第２章 被災住宅の応急処置と応急復旧⼯事

第３章 被災住宅の相談窓⼝業務

第４章 被災住宅の応急復旧体制の提案

実⽤的な内容が満載♪
応急処置を急ぎたい建物のトリアージ
⽅法や、被災地相談窓⼝での具体的な
相談事例等...
いろいろ載ってます！
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出⽔期に⼊って早々、台⾵2号/梅⾬前線などによる浸⽔被害が
発⽣しています。応急・復旧対応にぜひご活⽤ください。

https://www.kenchikushikai.or.jp/data/saigai-taiou/202306_info_1-3.pdf

こちらの二次元バーコードからもダウンロードできます→→→

連合会ホームページからダウンロードできます。↓

https://www.kenchikushikai.or.jp/data/saigai-taiou/202306_info_1-3.pdf


地盤改良杭が露出した住宅

河川の流出⼟砂で埋まった住宅

基礎下部が流失した住宅

⼟⽯流の被害を受けた住宅 基礎や地盤が良好で建物の損傷も軽い場合

応急処置と応急復旧⼯事

＊解体か？応急処置か？？トリアージが必要

＊応急処置といえど、将来のリフォーム等を考慮する

＊なるべく合理的かつ柔軟な対策を施す

＊カビ発⽣防⽌対策や躯体構造の補強も⼤事

トリアージ

具体的な
相談事例を
Q&Aで掲載

相談が⼀番多い
「業者選定」と

「概算⼯事費」について
対応可能な体制構築

を提案

判断例を紹介


